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学生論文賞新設の経緯と選考について な審査選考を行ないました結果，本学会として下記の 5

本学会の創立25周年を記念した長期計画委員会(委員 編の受賞を決定いたしました.

長松田武彦)は，昨年その答申書の提言の中に「学生研 入賞された論文は，いずれも，学生論文賞にふさわし

究活動への支援」と題し， い，オベレーションズ・リ+ーチに関する優れた内容の

rOR学会の発展は，将来の優秀な研究者およびOR 研究ばかりであります.

実務担当者の養成L、かんにかかっている.…そのため本 なお，本賞の発表と表彰は， 10月 26日に工学院大学で

学会は，わが国大学のOR関連学科・大学院の学生の0 開催された秋季研究発表会の会場で行なわれました.ま

Rtこ対する関心を高め，さらにORの研究水準を高める た，論文内容の要約は， OR誌の本号以降に掲載(氏名

ための積極的な支援活動を行なうべきである j の五十音JI原)されることとなっております.このたび選

と呼びかけ，具体策として「優秀論文の表彰J 等を提案 にもれた論文も，いずれも立派な力作ばかりでありまし

しております. たが，入賞件数に制限がありますため，誠に残念ながら

これを受けて，本学会理事会は今年度より「日本OR 選外となりましたことをご了承願います.本賞を受賞さ

学会学生論文賞」を新設し， OR誌( 1983年 2 月号)を通 れました会員諸氏を含め，若い会員の方々の一層のご研

じて募集いたしましたところ 6 大学より 10編(学部卒 さんとご活躍を期待します. 表彰委員長三根久

業論文 2 編，修士論文 8 編)の推薦をいただきました. ①氏名 ②受賞論文名 ③出身大学(院) ④指導教官

本学会は，表彰委員会・文献小委員会が慎重かつ公正 ⑤現在の所属(五十音順)

①今井浩君 ゃυムユk ニ必忠弘芯ぷ正、 ①庄境誠君
注意;五戸道組-臨みが長

②「ネットワーク算法による組ぷIZ--・齢険 ② r7'・ロッキングを伴うれ行
合せ最適化問題の効率的解汲週限努温総 列網の安定条件に関する研

門戸週願醤滋誕圏・E工務総
法J 心ぷ繋懸懇懇綴畿; 究J
③東京大学大学院工学系研究科，<-繋諭畿謬畿 ③京都大学大学院工学研究科・

情報工学専門課程 造組組醤ふ翠震遡箇箇醤 修士課程数理工学専攻

④伊袈正夫教授 援竃三竃- ④三根久教授

⑤同大学院博士課程 ・・・・E竃週・・・ ⑤旭化成工業紛システム機器エ

①小川覚君

②「配水ネットワークの圧力昔話j

御計画に関する基礎的考察j

③京都大学大学院工学研究科

修士課程電気工学専攻

④西川樟一教授

⑤中部電力紛

①大屋隆生君

② rVoronoi 線図の効率的構

成法に関する研究J

③東京大学大学院工学系研究科

情報工学専門課程

④伏見正則助教授

⑤財団法人電力中央研究所経

済研究所情報システム部
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ンジニアリング研究所

①松田不二夫君

②「海上保安庁の警備・救難シ

ステムに関する評価モデルの

作成」

③埼玉大学大学院政策科学研究

科

④大山達雄助教授

⑤運輸省海運局内航課
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